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あらまし：報告者が開発した web ブラウザ上で動作する手書き漢字自動採点システムを，大学の授業で

実用的に運用した状況について報告する．本システムには，①筆順フリー，②画数フリー，③採点結果の

厳密な理由表示，④複数の減点の統合等による適切な点数化という特徴があり，文化庁により示された字

体・字形に関する指針中の基準に厳密に従って採点を行う．これらの特徴により，単語で解答する出題形

式の問題の採点について完全自動化が可能となり，教育・学習における大幅な効率化が期待できる． 
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1. はじめに 

タブレット端末にて手書き入力を行った文字の正

誤を判定する教育支援システムは商用化されている

が，その採点機能には制限がある（1）．このような制

限により自習のみで学習を完結させることは難しく

なり，人手の介入が必要となる．報告者は人が行う

採点とほぼ同等の機能を持つ手書き入力漢字の自動

採点システムを開発し，これを実際の授業で 2019

年度 4 月より運用している．自動採点システムを用

いれば，その効率/正確性により教育・学習における

大きな合理化が期待できる．また，開発したシステ

ムは，漢字検定相当の試験の自動採点も可能である． 

人が行う場合と同等の採点を行うために，開発し

た自動採点システムは，次の条件を満たしている． 

(a)筆順フリー（2）：筆順が間違った入力を採点可能． 

(b)画数フリー：正答での一画を複数画に，または，

正答での複数画を一画にした入力を採点可能． 

(c)採点結果の理由明示：予め定められて公表された

基準に従って，正誤の判定結果の理由の明示が可能． 

(d)適切な点数化（4）：複数減点の統合等 

上記(c)については，具体的な漢字の正誤基準が必要

だが，平成 28年に文化庁により詳細な指針の文書が

示されており（5），開発したシステムでは全面的にこ

れに基づいた採点を行っている．本稿では採点例を

用いて実現した機能を説明する．なお，システムの

構成等については参考文献（3）を参照願いたい． 

 

2. 筆順フリー，画数フリー 

2.1 筆順・画数誤りの独立採点 

自動採点における筆順フリーにおいては，筆順誤

りを指摘した場合でも，筆順以外の正誤は独立して

チェック・採点出来ることが必要であり，画数フリ

ーについても同様である．この独立採点について，

図１に示した“世”の字の例を用いて説明する．図

１中，左側の字形は，自動採点時に参照する正答の

字形であり，画の構成を分かりやすくするためにそ

の終端を矢印で表示している．右側の字形が学習者

により入力された字形であり，(A)正答側での第 1 画

と第 5 画とが交差しているのに対し入力側では接し

ている，(B)第 1画が２つの画に分割されている，(C)

第 2 画と第 4 画とが一続きとなっているという３つ

の誤りを含んでいる．開発した自動採点システムで

は(A)(B)(C)のすべての誤りを同定して学習者に指

摘し，予め定められた基準に従って(A)(B)(C)を個別

に減点して採点結果を算出することが出来る．画数

に誤りがあることだけを指摘して(A)を指摘しない

システムでは，学習効果は限定的となる． 

 

2.2 文化庁指針文書に基づく理由の明示の例 

図２に，画数フリーの機能を活かして “階”の字

を文化庁指針に沿って採点した場合の例を示す．図

２中(a)が手書き入力された字形であり，第５画(※)

が明朝体フォント風に２つに分割されている．開発

(C)２つの画が 
１つの画に 

<正答の字形(“世”)> <誤りを含む入力の字形> 

(A)交差点が 
接し点に 

(B)１つの画が 
２つの画に 

<自動採点による誤りの指摘> 

図 1 画数誤りの独立採点 

① 
② ③ 

④ 

⑤」 
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したシステムでの採点では，これを(c)のような文化

庁指針文書を参照したメッセージを付して指摘し，

減点３点とする．メッセージ中の“明朝体の折り方

に合わない場合”とは，“比”の左側を(b)のように

入力した場合を意味しており，第５画を同じく２つ

に分割した場合でも(b)の場合には(a)の場合に比べ

て減点を大きくしている．減点幅やメッセージの内

容は，採点情報（4）としてプログラムとは別に生成し

ており，随意に設定できる．なお，図２(a)の入力に

ついては，“比”の左側が右側に比べてやや小さいこ

と等も独立して指摘する．開発したシステムでは，

この“明朝体の折り方”に限らず，文化庁指針文書

に記載のルール等はほとんどすべて検出の対象とし

（“十”の第２画をぬくか止めるかの区別等は対象

外），採点結果に反映している． 

 
 

3. 適切な点数化―減点の統合― 

3.1 減点の統合 

開発したシステムにおいては，図３に示すように，

漢字に自動・手動で設定された減点項目ごとに正答

の字形と入力の字形とを比較して，減点すべき差異

が見つかれば減点幅を含む減点情報を算出する．こ

の減点幅をそのまま合算すると，入力字形の同じ内

容の瑕疵に対して複数の減点が行われて過剰な減点

となる場合が生じる．このため，図３に示すように，

同じ内容の図形的特徴についての減点であれば，

両者を統合している． 

3.2 統合の例 

図４に，“僚”の字を例とした，２つの減点を統合

することになる採点例を示す．図中の字形の第６画

は角度が縦になっていることで減点１が生じ，第４

画に対する第６画の位置が不適当であることより減

点２が生じている．これら２つの減点は第６画末尾

の位置が原因となって生じているので，両者は統合

される． 

 
4. 運用 

システムの利用は，報告

者が担当する授業の宿題

として web 上に出題され

た設問に，学生が大学の情

報施設利用窓口でタブレ

ット端末を一時借用して

自習室で解答する形で行

っている（図５）．自動集

計した採点結果は，成績評

価に利用する予定である．採点に用いる正答の字形

は，商用二次使用のライセンスを購入した市販フォ

ントを利用しており，実用性の要件を満たしている． 

 

5. おわりに 

紙面の制約上説明を割愛した，画数フリー化の方

法，減点統合の方法，運用結果等については，今後

報告していく予定である．また，漢字とは異なる図

形的特徴を持つひらがなの自動採点機能についても

現在実装作業を行っており，今後実用に供していく

予定である． 
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図２ 明朝体の折り方の採点例 

(a)入力の字形 

【誤って分割された画】第 5 画は，二つの画に分割されています
(7.3)．明朝体で１画が２画に見える場合にそれに倣って描いても
誤りであるとまでは言えません（「常用漢字表の字体・字形に関す
る指針」第２章 3−(1),Q54 参照）．しかし，”手書きにはよりふさわし
い書き方がある”とされています．このため，最低３点は減点しま
す．また，分割された結果の２つの画の関係が，明朝体の折り方
に沿わない場合も減点します． 

(c)採点結果での指摘のメッセージ 

(b)明朝体の折り方に 
沿わない場合 

正答の 

字形 

入力の 
字形 

 

減点項目 
ex.角度が 
不適当 

減点：3 点 

減点情報 

ex.位置が 
不適当 

減点：1 点 

減点情報 

角度 
比較 

  

減点項目 

位置 
比較 

  

統合機能 
減点： 
3 点 

同じ内容 
の特徴 

図３ 減点の統合 

いずれも 

第６画 

末尾が 

原因 

図４ 減点を統合する例 

２つの 

減点を 

統合 

※ 

第６画の角度 
が不適当 

第４画に対する 
第６画の位置
が不適当 

④ 

減点２： 

 

⑥ 

減点１： 

図５ 利用の様子 
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